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今
年
は
春
先
の
天
候
に
恵
ま
れ

蒔
付
も
終
り
に
近
く
、
牧
草
の
仲

も
例
年
よ
り
早
く
「
今
年
も
豊
作
」

と
お
仕
事
に
お
励
み
の
毎
日
と
存

じ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
各
関

係
機
関
の
二
指
導
ご
協
力
、
役
職

員
の
ご
支
援
を
頂
き
過
去
五
期
卜

Ｌ
年
間
、
組
合
長
と
し
て
の
大
任

を
果
す
事
が
出
来
ま
し
た
事
を
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

此
の
度
の
第
四
○
回
通
常
総
会
に

お
き
ま
し
て
理
事
と
し
て
選
任
を

頂
き
、
総
会
後
初
の
理
事
会
に
お

き
ま
し
て
再
度
組
合
長
の
重
責
を

仰
せ
つ
か
り
、
皆
様
の
腱
協
を
お

あ
ず
か
り
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

円
高
は
一
四
○
円
で
安
定
と
云

わ
れ
ま
し
た
が
、
一
三
九
円
を
割

る
状
況
ｒ
に
あ
り
ア
メ
リ
カ
Ｅ
Ｃ

を
始
め
、
先
進
諸
国
は
貿
易
収
支

の
悪
化
の
解
消
を
理
由
に
、
我
が

国
に
対
し
強
力
に
輸
入
の
自
由
化
、

市
場
解
放
を
要
求
し
、
そ
の
日
は

農
畜
産
物
に
向
け
ら
れ
、
此
の
度

の
サ
ミ
ッ
ト
が
問
題
で
あ
る
と
忠

就
任
挨
拶

籾
管
長
理
事
児
玉
光
彦

等
農
業
農
協
を
取
り
ま
く
今
日
的

議
…
は
薑
び
し
く
農
協
の
－
１
１

農
業
過
保
護
論
が
強
ま
り
、
こ
れ

況
下
に
あ
り
ま
す
⑪

標
が
示
さ
れ
、
澱
粉
は
か
つ
て
な

Ｌ
又
畑
作
に
於
い
て
は
作
付
指

乳
価
引
下
げ
と
な
り
経
営
を
圧
拍

わ
れ
ま
す
：

輸
入
外
圧
円
高
が
進
む
に
よ
っ

て
関
連
す
る
産
業
は
不
振
と
な
り
、

内
需
拡
大
は
叫
ば
れ
る
も
進
ま
ず
、

経
済
情
勢
は
一
段
と
厳
し
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

酪
農
に
於
い
て
は
ご
承
知
の
遮

り
計
画
生
産
は
強
ま
り
、
大
幅
な

い
生
産
調
磐
に
は
い
る
と
云
う
情

そ
れ
に
加
え
農
業
、
農
協
批
判

ＩＦ勇

協
の
果
す
べ
き
役
割
を
見
極
め

果
す
役
割
の
重
大
さ
を
感
じ
る
の

で
あ
り
ま
す
と
同
時
に
、
組
合
長

と
し
て
の
任
の
重
さ
を
心
に
感
じ

濤
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
が
致
し
ま

す
。
過
去
十
五
年
間
、
組
合
員
、

役
職
員
を
始
め
、
多
く
の
方
々
よ

り
お
教
え
頂
い
た
事
を
基
礎
に
き

び
し
い
時
代
認
識
に
立
っ
て
、
農

む
ず
か
し
い
状
勢
に
対
応
し
た
運

営
に
収
組
む
諸
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

妓
後
に
組
合
員
、
ご
家
族
の
ご

健
康
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り

致
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

ｒ、

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
組

合
長
に
つ
ぐ
、
重
責
を
負
う
事
に

な
り
、
事
の
重
大
さ
を
痛
感
致
し

て
お
り
ま
す
。

農
業
を
取
り
ま
く
内
外
の
事
情

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
ん
な
時
に
こ
そ
役
職
員
は

も
と
よ
り
、
組
合
員
の
皆
様
方
と

一
丸
と
な
っ
て
一
戸
の
落
伍
も

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

急
変
激
化
の
時
代
背
景
が
あ
る

だ
け
に
、
総
会
に
提
出
御
相
談
申

上
げ
ま
し
た
も
の
は
勿
論
新
し

く
考
え
ら
れ
る
事
も
、
日
々
変
る

時
代
の
要
求
と
受
け
と
め
て
、
組

合
員
智
様
方
の
英
知
を
結
集
し
、

職
員
の
働
き
易
い
環
境
創
り
、
潜

在
的
能
力
の
開
発
等
推
進
し
て
参

り
度
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

尚
一
層
の
御
叱
正
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
ｌ
げ
ま
す
。

就
任
挨
拶

副
組
合
笈
山
本
雪
信
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開
催
月
日
流
Ｈ
十
几
日

開
催
場
所
農
協
中
金
議
案

〈
議
案
〉

「
組
合
長
、
副
組
合
長
の
互
選

に
つ
い
て
・

糾
合
長
児
張
光
彦

副
組
合
長
山
本
雪
信

「
、
委
員
会
構
成
と
委
員
長
及
び

委
員
の
選
出
、
並
び
に
酷
対
役

員
等
の
委
員
選
出
に
つ
い
て
。

｝一」癖
Ｐ
｜
咄

第
二
回
理
事
会

．
’
全
⑬
鑑
必

瓜一■￣

愚:ﾛＺ
ヨテニロー

。

（．’ 
○
管
理
購
買
委
員
会

委
員
長
佐
々
木
政
行

姿
員
秋
山
政
雄

委
員
久
我
良
夫

○
営
農
委
員
会

委
員
長
鷲
児
孝

委
員
斉
藤
哲
雄

姿
員
滝
ケ
下
義
明

○
生
産
讓
只
会

委
員
長
竹
下
日
吉

姿
貝
西
Ⅲ
健

委
貝
鈴
木
祥
幹

ｏ
農
協
酷
対
委
員

黍
貝
鷲
兇
孝

委
員
竹
下
日
吉

委
員
岡
部
実

○
町
農
業
委
員
会

委
員
久
我
良
夫

ｏ
根
案
生
産
連
運
営
委
員

西
山
健

斉
藤
哲
雄

ｏ
乳
牛
検
定
運
営
協
議
会
委
員

鷲
児
孝

久
我
良
夫

鈴
木
祥
幹

○
税
対
策
一
誓
員
会
副
委
員
長

竹
下
日
吉

ｏ
酪
農
へ
ル
パ
ー
運
営
委
員
会

秋
山
政
雄

鈴
木
祥
幹

滝
ヶ
平
義
明

以
ｆ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

三
、
参
事
の
選
任
に
つ
い
て
。

Ｌ
而
木
忠
雄
が
再
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

川
、
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に

関
す
る
、
第
五
回
臨
時
総
会
の

開
催
に
つ
い
て
《

議
決
方
法
は
書
面
議
決
と
し
、

日
程
は
六
月
几
Ｒ
と
す
る
。

五
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
借
入
金

の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て
。

三
ト
ユ
億
円

人
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
余
裕
金

の
預
け
先
の
決
定
に
つ
い
て
。

北
海
道
拓
殖
銀
行
中
標
津
支
店

北
洋
相
瓦
銀
行
中
標
津
支
店

根
室
信
用
金
庫
中
標
津
文
店

七
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
販
売
手

数
料
、
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
預

託
料
並
び
に
堆
肥
価
格
、
及
び

ス
ラ
リ
ー
事
業
散
布
料
の
決
定

に
つ
い
て
。

（
前
年
と
同
じ
）

八
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
購
買
手

数
料
の
決
定
に
つ
い
て
。

（
前
年
と
同
じ
）

九
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
特
殊
事

業
実
費
手
数
料
の
決
定
に
つ
い

て
。

〔
団
休
営
草
地
開
発
整
髄
拳
業

事
業
費
の
一
％

受
託
資
金
導
入
手
数
料

導
入
資
金
の
一
％
以
内

（
総
合
縮
雛
形
資
金
の
み
○
・
冠

％
、
他
は
一
％
と
す
る
）

リ
ー
ス
事
業
導
入
手
数
料

リ
ー
ス
価
格
の
一
％

十
、
駐
車
場
用
地
の
賃
借
と
舗
装

施
工
に
つ
い
て
。

所
在
地
、
東
六
全
開
一
丁
、

面
積
二
○
○
坪

所
有
者
笠
井
昭
義
氏

十
一
、
州
一
変
金
の
減
口
と
払
戻
し

に
つ
い
て
鋤

議
案
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
、
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
職
員
給
与
の
改
定
、
並
び
に

職
員
組
合
か
ら
の
要
求
事
項
に

つ
い
て
。

管
理
購
買
委
員
会
に
付
託
す
る
．

〈
報
告
事
項
〉

「
職
員
の
研
確
膿
脈
行
の
実
施
に

つ
い
て
。

二
、
第
四
回
農
業
祭
の
開
催
に
つ

い
て
。

６
／
四
、
乳
牛
共
進
会

６
／
ｕ
農
業
祭
、
前
夜
祭

６
／
卯
、
農
業
祭

三
、
農
機
具
巡
回
修
理
職
員
の
嘱

託
発
令
に
つ
い
て
。

根
窒
生
産
連
、
五
戸
木
班
長

期
間
、
５
／
６
～
ｕ
／
嘔

四
、
人
工
授
精
受
付
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
。

平
口
、
午
後
二
時
ま
で

土
、
日
曜
日
、
祭
日
は
、
午
前

十
一
時
ま
で
．

瓦
新
入
職
員
の
農
家
実
習
に
つ

い
て
。

麩
盤
整
備
係
、
高
田
勝
義

期
間
、
５
／
岨
～
５
／
塾

受
入
農
家
、
中
司
哲
雄
氏

生
産
資
材
係
、
中
村
正
哉

期
間
、
６
／
８
～
６
／
２ “
１
 

受
入
農
家
、
高
橋
勝
義
氏

〈
議
案
〉

「
代
表
監
事
の
互
選
に
つ
い
て

代
表
監
事
佐
藤
救
康

か
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
監
査
計
画
に
つ
い
て
。

計
画
月
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
回
監
事
会
（
同
且
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最
近
、
配
合
飼
料
環
境
は
士
原
料
価

格
に
一
部
変
動
が
あ
る
も
の
の
安
定

的
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

外
国
為
替
相
場
は
二
Ⅱ
下
旬
よ
り
急
速

に
円
高
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

状
勢
の
中
て
く
み
あ
い
飼
料
よ
り
〃

Ｈ
ｌ
ｕ
～
六
月
末
Ⅱ
迄
の
配
合
飼
料
出

荷
実
績
に
対
し
、
ト
ン
当
り
二
、
血
○
○

円
の
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
商
系
に
つ
い
て
も
一
部
対
策
を
明

今
年
度
も
大
勢
の
参
加
を
願
い

な
が
ら
、
六
月
卜
九
日
よ
り
二
十

日
迄
の
一
一
Ｒ
間
に
渡
り
．
農
業
祭

を
開
催
致
し
ま
す
。
近
争
内
容
に

つ
い
て
は
、
乳
牛
共
進
会
、
熟
年

Ｆ、

パ
ワ
ー
の
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
焼
肉

等
盛
大
に
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
御
協
力
御
参
加
を
期
待
致
し

ま
す
。

配合飼料

圏憲鬮；１ワ．で
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ﾘリニ－がい水乳
（２）（１）、迫、産限昭

MI1M鳶jli鴬1M,：ｉＭ鯉計追当臓加加ⅢⅢ省度濡Ⅱ加初道コニ交工よ数六
命令ｌｌＩｌｉｌ］比期る金加原枠枠分原記付原’）量｜・
支文し交率別た支交料一科ざ料なの－
払払て卜Ｉに加め払付乳＝－（し’（－の乳れ乳さ迫年
Ｈｊｉｉおｉｆl・て工限単.と|乱七，八一二、追限ま生れ加度
ｌｊＩｉｍｌ）画灰原度価産、八○、、セカ１１度す産土配、

下瀬ビ繼皐iiiii編ｌＭ８交辮・辮定軸１
１，ilii1,獺綱ｉｉｊＭｌｊ蝿Ｃｌ正鯆繩

（
シ

昭
和
六
十
一
年
度
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
の
追
加
支
払
い

生乳寵給金台帳 壷(ケ1ＩＩＴ津員１－１】 Ｆ Ｆ ①
ホ
ク
レ
ン
ー
騒
堀

Ｈ里。-ＦＩ掌赤羽。－時ｌ屋亭

f” 中標懲町農協ｌ３ｈ１ 昭
和
レ
ハ
ー
ニ
年
忙
月
一
一
１

ｈ
日

｢FT誌
１石説且

’６，８５３，２６５．０ 

殴世 垂殴(遍歴収八Ｊ

］５`828,585 第１四半】眉 0．９３９２ 

]７，９６５，７７０．１ ０．７K１１１ 13.314.426 第２四半臆

1５，１２５，６４２．５ ０．５２６３ ７，９６０，６２７ 蕗３四￥雁

雲４凪窒死

肘
49,944.677.6 3７，１０３，６３８ 

縢贈和６１集度iii1濃対策篝ｉ業蕊)iii鍵
、（緊急良質生乳供給特別奨励金） 蘂の蕊

批
月
一
十
一
日
、
中
標
津

町
農
協
大
会
議
素
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
ｌ
｜

年
は
天
皇
在
位
人
卜
年
に
あ

た
り
、
心
願
成
就
の
心
境
で

無
事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
鰯

は
喜
ば
し
い
術
で
す
。
又
、

会
員
も
一
Ⅲ
七
倍
と
な
り
、

熟
錘
会
六
十
二
年
総
会
終
る

昭和61年度酪農対策の事業として発足した、緊急良質生乳供

給特別奨励金交付事業の、第４四半期分と加工原料郛隈度数ｉｔ

の追加ImiB分による奨励金|､記のとおり支払いました.

緊急良質生乳供給特別奨励金（北海道）
四半期別支払内訳

奨励金支払
対象数旦(k息、

奨励金文払
介緬11,J）

奨励企支払
単価(円八ｇ

PLI半１０

芝
い
て
益
々
元
気
な
熟
年
会
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
の
内
容
に
つ
い

て
は
一
号
議
案
、
バ
ー
｜
年
度
溌

業
報
告
、
二
号
議
案
、
ト
ハ
十
二
年
度

辨
業
計
両
、
三
号
議
案
、
負
担
金
に

つ
い
て
．
四
号
議
案
、
役
員
の
選

脈
に
つ
い
て
上
提
致
し
た
、
四
号

議
案
で
は
副
会
長
に
佐
柏
柾
次

第１１｣Ll半｣91分 6９１，９０４，８２１．１ 5５５００．２７８ 仏0803

匁口目

第２llL1半期分 686,040,587.3 4３，４２６，１７２ Ｏ－Ｏ６３Ｈ 

第３Ⅲ半期分 605,999.111.5 2７，２３７，５５４ 0.045(’ 

輔d11Ll半期分 5５６，０５２，１２８．７ 613,602,22Ｃ 1１３０５ 

中標津町農協

lvf乳IIl ＩＭＴ ｍＩＹｌＩｍＩｌＩｑｌヘ

苑ｌＵＬ'二|'則 １６，８５３，２６５.Ｃ 0.0803 1．３５３，３１２ 氏
と
士
井
上
友
一
氏
の
二
溝

が
選
川
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、

会
長
鈴
木
脊
二
氏
は
在
任
中

で
す
。

以
上
、
代
議
案
決
議
さ
れ

ま
し
た
。 箙２[几'二「jlJ 1７，９６５，７７０．１ ０．０６３３ １，１３７，２３Ｃ 

第３[ﾉＬｒ|`卿 １５，１２５，６４２.Ｅ ０－０４５［ 680,66Ｃ 

第４lJLI半JU L3,048,582-1 １．１０３Ｆ ]４．３９９．１１４ 

計 6２，９９３，２５９．７ 1７，５７０，３１６ 

奨励金支払金額17,57q3I6H
支払ｐＨ昭和62年５月２５日

r{::｣薑…l霞琶Tii:Rji:L阿颪ｒ－ｉ
囮価

露１四半臆

第２四半]唱

鱈ａ四半1W】

鱈４四半鱈

１６，８５３，２６５．０ 

W７'９６５，７７０.ユ

１５，１２５，６４２．５ 

０．９３９２ 
■－■－－＝－■－■I 

(〕､７uｌｌｌ

０．５２６ 

ﾋﾞｽノリ

]５f828,585 

二３､３１４，４２６

７j９６(),６２７ 

勘
4９，９４４，６７７．６ ３７,二0３１６３８

|)L｜半」Ul
奨励金支払
対象数戯〈kg）

奨励金又仏
金額(IzJ）

健励企文払
単価〈jﾘ/kg）

第１１｣Ll半｣9:分 691,904,82コ 5５，５００，２７８ (ＬＯ８Ｃ 

第 |ﾉﾘ半期分 686,040,587 4３，４２６，１７３ 0.063 

Ijq半虹分 605,999.11ユ． 2７，２３７，５５４ ０．０４５ 

第４ⅡLl半J91分 556,052,128.7 613,602,22〔） Ｌ１３()５ 

第ｌＵＬｌ卒期
:犀礼1１

=6,853,265.0 

ＩＩＬ価

0.080 

r紬'術I覇4Vしへ］

１，３５３，３二２

第２[几｜､! 二７，９６５，７７０ 0．０６ 1､ユ3７，２３０

第３[ﾉL[jlKj9］ zij，1２５，６４２ ().045(〕 680,660 

第４lJLl』１LjUl 13,〔)4８，５８２． 二．ZＯ３５ 】４，３９９，ユ1４

計 6２，９９３，２５９．７ ﾕ７，５７０，３１６ 
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1灘(蝋を１
凸

|ま
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１
 

B■Ⅱ 

'二

二
平
目
を
迎
え
た
生
乳
出
荷
調

整
と
、
蕪
準
取
引
価
格
の
人
幅
な

二
切
り
下
げ
の
中
で
、
地
域
酪
農
に

多
く
の
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
．

国
際
競
争
の
コ
ー
ス
に
乗
っ
て

い
ま
、
生
き
残
る
た
め
の
戦
略
を

一
言
で
い
え
ば
「
精
鋭
主
義
」
、

つ
ま
り
最
少
の
頭
数
で
割
当
乳
量

を
消
化
す
る
高
密
度
な
経
営
に
徹

し
、
厳
し
い
情
勢
下
で
の
所
得
確

保
方
策
を
進
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
．

Ｏ
Ｉ
Ｉ
計
両
生
産
下
の
地
域
酪
農

計
画
生
産
下
で
あ
っ
て
も
、
今

ｕ
の
よ
う
に
、
ど
こ
の
牛
群
に
も

八
千
癌
・
以
上
の
高
能
力
牛
が
繋
養

へ
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
単
に
、
飼

養
頭
数
確
保
の
た
め
と
い
っ
て
、

所
短
絡
的
に
飼
料
を
減
給
し
た
り
、

錘
個
体
能
力
を
無
視
し
た
飼
養管理

良
を
し
て
い
る
事
例
が
後
を
断
た
な

勢い現況にあります。
農
高
所
得
経
営
の
維
持
に
は
、
い

区
か
な
る
情
勢
下
に
あ
っ
て
も
、
個

塾体能力に応じた飼料給与管理
根
と
個
体
産
乳
量
の
ア
ッ
プ
が
最
大

北
の
決
め
手
で
す
。

。
’
副
次
部
門
の
開
始
は
積

極
的
に

牛
群
の
個
体
能
力
が
七
千
篝
。
以

下
に
あ
っ
て
は
、
積
極
的
に
個
体

‘?爵、

一馬

点留構 虚料顔

■
営
薑
技
術
■

●雄牛に比べ早い時期に仕上がる傾向にあ11前半(2カ月）:粗飼料主体

後半:乾草(ヘイレージ)＋肉牛配介 l1u肯lii期は雌牛の育成技術をそのまま応用し、

後期になって本格的なIIB肯をする。
乾草(又はへイレージ)＋肉牛配合

●搾乳肥育:サイレージ制限給与(１０～2０ ●対藝象牛選定に留意する。

ｌ(9)＋乾草十肉牛配介

●乾乳肥育:乾章(サイレージ)＋肉牛配合

●配谷多給への十分な馴致期間を持つ。

●乳量が１０kg以ドに低下した時点で、乾乳肥育

に切換え、１ケ月程度肥育を行うと良い。

●対象牛選定に特に留意する.●Ｌ言圀窄乳肥育に準ずる運

●肉質の改善は望みがたい｡

●8001《g以上の大型牛にあっては､肥育効率が悪

いのでそのまま販売した方が得策

￣－．－澪

、
ノ

（ 収益性向上のポイント2.収益性の検討

1．「素牛７分」※肥育差蔬／Ｆ１

（枝肉価格＋増力|｣乳代）
－（素牛代金＋飼料費十管埋蔵 ●体破に富み、体I幅の広い牛

●脚部に疾患のない牛

●性質制１１頁で神経過倣てない』|：

●肥リやすい体衝の21二

●|食いこみの良い牛

●あまり老令でない牛

（8～10才位が|IIL界）

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

肥育期間

●増休と飼料給与1,tの把雌

●肉価格の把纒（枝肉等級単価の差等１

●出荷・と殺成紙の検討

|;■ 
術
■ 

地

業

良

所

飼料構成 留意点

前半〈2力１１）:粗飼料:i三体

後半:乾草(ヘイレージ〉|肉牛配谷

乾草(又はへイレージ>‐i-肉牛配合

●雄｣|:に比べ早い時期に壮｣:がる傾向にあl〕、

'１８肯lii期は雌牛の育成技術をそのまま応用し、

期になって本格的なlllu肯藍する。

●搾乳肥育:サイレージ制堰給与(上()～2０

kg）ｌ乾草＋肉牛配合

●乾乳肥育:乾葦〈サイレージ>-:-肉牛配合

●対象牛選定に留意する。

●配合多給への十分な馴致期間を持つ。

●乳量が101《g以「に低下した時点で、乾乳肥育

に切換え、１ケ〉j程j蔓肥育を行うと良い。

●ｌ二言圀樗:`肥育|ﾆ準ずる。
０● 
１１象牛選定に特に留意する。

】質の改善は望みがたい。

●8001《g以12の大型牛にあって|ま､肥育効率が悪

いのでそのまま販売した力が得策

一
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一
■
田

産
乳
量
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
、
必

然
的
に
縫
産
牛
の
頭
数
が
減
っ
て

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
が
空
く
こ
と
に
な

り
、
乾
草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
等
自
給

飼
料
も
余
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
牛
群
か
ら
は
低
能
力
や

障
害
を
理
由
に
、
更
新
、
廃
用
牛

が
出
ま
す
か
ら
、
肥
育
し
て
肉
用

と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
る
ほ

か
、
乳
お
す
の
哺
育
・
育
成
、
乳

め
す
子
牛
も
一
部
肉
用
素
牛
と
し

て
、
利
益
を
高
め
る
副
次
部
門
の

一
要
素
と
し
て
組
み
入
れ
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

搾
乳
部
門
の
見
通
し
が
暗
い
の

で
肉
牛
で
も
や
る
か
．
と
い
う
消

極
姿
勢
で
は
な
く
、
計
画
乳
量
内

で
利
益
を
妓
人
に
も
っ
て
い
き
、

主
業
の
搾
乳
部
門
を
安
定
さ
せ
る

一
）
と
に
基
本
を
お
い
て
、
再
投
資

を
最
少
限
に
押
え
る
中
で
、
肉
用

部
門
を
一
部
組
み
入
れ
た
継
営
の

可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
で

す
。た
だ
し
、
個
々
の
経
営
条
件
か

大
き
く
異
な
る
の
で
、
現
状
の
経

営
を
良
く
分
析
、
検
討
を
加
え
る

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
ん

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

対象牛に応じた未経産・経産牛肥育方式 （‐’ 

対象牛 開始体重 目標体重 肥育方式 青期間肥

kＲ k日

■
■
 

４０Ｃ ６５０前後 乳雄に準ずる ２００～２５０ 
未縫産』卜

５０Ｃ ６５０前後

７００以１．

乳雄に準ずる

搾乳肥育

乾乳肥育

搾乳肥育

１２０～１５F 

１２０ IBC 

９Ｃ １２０ 

１２０ １５「
８００前後

９０ l２Ｃ 

経産牛

（７～９才）
１２０～ｌ５Ｃ 

５０～ｌＯＣ 

経産牛

（10才以上）
※肥育(飼直し)による増体･肉質改善は見込めず、原HlIとしては
肥育対象とはしない㈱

3.肥育の目安

匪

※
肥
育
巾
に
乾
乳
す
る
場
へ
、
を
示
し
た
．
（
新
得
畜
試
）

分 未経瀧牛 搾乳牛※ 椛乳’'二

肥育開始時体重(kg）

肥青期間（日）

４５０－５５Ｃ 5５０－６５０ 5５０－６５０ 

1２０－１８０ 100～２００ ９０－ｌ２Ｃ 

体重比
2.0～２.F１ 

乳量比33＋体重比1.5(泌乳期〕
体重比1.8～2.21乾乳期）

体軍比
Ｌ８～２－２ 

濃厚飼料(％）

臘厚飼料Ｈ話(kg） ９－１３ 1２－１５ １２－１月

体重比
０．５～0.7 

体軍比
0.5-0.7 

粗飼料(風乾)(％】 体FRl上０．５－１＿(】

粗飼料風乾ロ量(kR】 ３－イ１ ３～６ Ｒ～４ 

0.2～０．６（泌乳期）
０．９～１．２（'乾乳期）

日；1Ｗ体(l(9) １０－１．F ０．９～1．２ 

増加乳精 プラスアルーフテー

１１（荷体重(kg）

枝肉歩閉り(％）

枝肉量(I(9)
格付等級

７００－８ｍ 6３０－６７６ ７００－７Fin 

５２～5４ 5３－５６ ５０～５４ 

３７０－４２Ｃ ３４０～３Ｒｎ ３６０－３９［ 

柿,liZ-4 １Ｆ 

区分 未経龍と;二 搾乳ノト※ 垂１Ｊ.－
コ･」

肥育開始時体重〈kg）

肥青期間(;』）

膿厚飼料(％）

臘厚飼料11儲(kg）

粗飼料〈風乾)<％）

粗飼料風乾1J量〈i（９）

!｛；1Ｗ体くl《:）

蝋加乳杜

１１｛荷体重〈]聰）

枝肉歩閉り(％）

枝肉量(I(9)
格付等級

45(ルー550

120-.180 

体重比
2.0～２．３ 

９．－．１３ 

体重｣-1弓
().５～0.7 

３－．４ 

二.０－ユ.５

６３０－６７０ 

５３－．５６ 

３４０～380 

111Z-H1I 

５５０－６５０ 

１００－２()0 

乳堂比33＋体重此ﾕ.5<泌乳期）
体重比署.g～2.2(乾乳期）

二２－－－１５

体ＦＩＩ比０．５－二.<）

3－６ 

0.2～().６（泌乳期）
0.9～Ｌ２（'乾乳期）

､プラスアルファ‐‐

7()0－７５０ 

５０～５(１ 

３６０－３９０ 

nlZ 

５５０－６５(） 

９０－．１２０ 

体重比
二・８～２．２

ユ２－－二５

体証比
().５－－０．７ 

３～４ 

０．９～1.2 

700～８００ 

５２～５４ 

３７０．－４２０ 

並
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去
る
飛
月
十
八
Ⅱ
か
ら
二
１
二

日
迄
の
五
日
間
、
新
入
職
員
の
農

家
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
、
実
習
先
の
中
司
哲
雄
さ
ん
宅

で
無
事
に
五
日
間
の
実
習
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
家
は
農
家
で
す
が
、
畑
専

な
の
で
牛
に
触
れ
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ま
ず
は
不
安
交
じ
り

の
１
、
実
習
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。
時
期
的
に
忙
が
し
い
と
き
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
採
草
地
の
施

肥
・
ビ
ー
ト
前
の
棚
植
・
デ
ン
ト

コ
ー
ン
播
種
等
が
日
中
の
仕
蛎
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に
と

っ
て
一
番
大
変
だ
っ
た
の
か
や
は

り
牛
の
世
話
で
し
た
。
か
ら
だ
が

自
分
の
何
倍
も
あ
る
午
に
近
づ
く

こ
と
に
対
し
て
、
初
め
は
か
な
り

の
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
覚
悟

を
決
め
て
近
づ
い
て
み
る
と
牛
も

お
と
な
し
く
従
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

朝
五
時
に
起
き
て
の
仕
事
は
確

か
に
つ
ら
い
こ
と
で
す
が
、
慨
れ

て
く
る
と
何
年
も
そ
の
牛
達
と
付

き
合
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
に
な

り
親
し
み
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
又
、
牛
の
餌
の
内
容
も

知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
実
際
に
自
分
で
配
る
一
」
と
に
よ
っ

て
、
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
餌

一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
厳
し
い
生
産
調
整
の
中
で
、
い
か
に

脂
肪
分
の
多
い
牛
乳
を
作
り
出
す
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と

に
現
在
の
酪
農
業
の
難
し
さ
も
同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。Ｌ
日
間
と
い
う
非
常
に
短
い
期
間
で
の
実
習
で
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
事
を
体
で
感
じ
た
貴
重
な
五
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

何
分
、
初
め
て
の
事
で
不
備
な
点
か
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

何
も
知
ら
な
か
っ
た
掴
に
牛
や
酪
農
に
関
し
て
一
つ
一
つ
教
え

て
下
さ
っ
た
中
司
哲
雄
さ
ん
、
Ｘ
、
緊
張
し
て
い
た
気
持
を
や

わ
ら
げ
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
下
さ
『
・
た
御
家
族
の
方
々
に
は

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
も
こ
れ
を
機
に
組
合
員
の
方
々
と
の
親
交
を
深
め
、
農
協

職
員
の
一
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
．

Ｐ
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面
月
一
一
一
ｕ
寿
宴
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ホ
の
地
と
し
て
結
ば
れ
た
値
勝
利
君

Ｉ
ル
で
、
児
玉
光
彦
様
ご
夫
妻
の
婿
灼
は
大
内
家
の
長
男
で
札
幌
に
勤
め

に
よ
っ
て
、
勝
利
君
と
佳
子
さ
ん
の
結
て
い
た
か
、
後
継
杼
と
し
て
ユ
ー

婚
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
多
く
の
知
人
友
タ
ン
。
佳
卜
さ
人
は
、
札
幌
に
て

人
達
よ
り
祝
福
さ
れ
た
。
知
り
〈
、
っ
た
憧
女
と
し
て
唯
れ
、
こ
れ
か
ら
は

切
っ
柵
は
、
簿
記
専
の
一
一
年
ｎ
と
の
一
」
勝
利
君
と
共
に
御
両
親
が
築
い
た

と
、
グ
ル
ー
プ
交
際
巾
仁
小
標
津
へ
遊
堆
盤
を
受
け
継
ぎ
、
更
に
経
営
の

び
に
米
る
様
に
な
っ
て
か
ら
、
｜
生
涯
痔
盗
疋
に
従
無
さ
れ
る
蜥
て
し
よ
う
。

一言一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

春
風
の
吹
く
五
月
ニ
ト
ニ
ロ
と
一
一
－

一
一
一
日
の
両
Ｈ
、
北
進
の
川
村
牧
場
で

中
標
津
小
学
校
五
年
生
、
｜
行
門
川
十

一
名
か
二
班
に
別
か
れ
て
二
口
間
、
酪

農
経
営
、
生
活
に
つ
い
て
の
兄
学
、
学

習
か
行
な
わ
れ
た
。

到
着
の
後
、
川
村
牧
場
の
経
営
概
要

と
、
酪
農
の
仕
事
、
搾
っ
た
牛
乳
は
ど
う

な
る
の
か
な
ど
、
経
営
主
川
村
さ
ん

農
協
担
当
希
か
ら
説
明
か
行
な
わ
れ
た
巍

説
明
後
，
牛
舎
内
見
学
に
移
り
、
初
め

て
牛
の
そ
ば
に
近
づ
い
た
生
徒
が
多
く

新婚さん
バー、

牛
を
見
て
興
奮

Ｉ 

興
奮
の
連
続
Ｊ
１
供
達
の
顔
を
見

た
牛
も
少
々
興
奮
気
味
の
様
子
て

し
た
。
牛
舎
内
や
、
処
理
雫
を
見

た
後
で
牛
の
事
や
、
借
金
は
あ

る
か
、
何
人
で
仕
事
を
す
る
か
な

ど
⑪
質
問
が
連
発
し
た
．
最
後
に

川
村
牧
場
か
ら
、
搾
り
た
て
の
牛

乳
か
配
ら
れ
〃
お
い
し
い
“
“
お
い

し
＃
の
連
発
で
、
短
か
い
時
間

で
あ
っ
た
が
、
子
供
達
に
は
酪
腰

の
良
苔
な
ど
の
印
象
を
持
っ
て
く

れ
た
事
で
し
ょ
う
、

小
学
生
体
験
学
習 大内勝利君

佳子さん
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脇リ
ョ
ー
グ
ル
ト
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

ル
卜
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（ 刀手作りヨーグルト
＝ 

《材料》

●脱脂乳４ｋｇ

●脱脂粉乳９０９－

●砂糖３００９混合

●粉末ゼラチン３０９－

●ヨーグルト（プレーン）ｌｏＯＨ

●いちごジャム４００９

●エッセンス１本

●食紅適殻

《作り方》

●脱脂乳を40℃に温め〔脱脂粉\し＋砂糖-トゼラチン〕を溶
かし込む。

●力|]熱して90℃まて柵度を上げ、１５分１１M役i調する。

●ｉＭ〈で冷却して（`】7℃位まて．）ヨークルトを〃Ⅱえ、良く
かきiLEぜる。更にエ.／センスを添ﾉﾉⅡして温度を43℃(二合
わせる。

●生乳（静漬）脱脂乳
５ｋｇ一４ｋｇ

●スキムミルク

●グラニューオ癖

●ゼライス５呂入ほ力

●明摘ブルか`リアほ力

●アヲハタ55ほか

●明治屋ほか

●食IlJ色素赤仏．

【４

●脱脂粉乳、砂糖、ゼラチン
を良く混避合わせておく

ﾄ 

●茶二しを使用

●ストロベリー・エ.､,センス
は100mCの淵.湯に稀釈して
から添加する

゛バニラ味のときはジャムは

使いま-ぜん

･保温縮の電笂は1時間位前
に入れておく

●温力.いままのミ､:』クズをやかんに鯵し人jiL
を入れておいたカゾプに注ぎ入れる。

予めジャム

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
 

●このあと保温鞘（40℃）のIljに入れてヨーグルトの固ま
るのを待つ。（３－－４時間）

●出来｣こがったヨーグルトは冷蔵庫で･保存します“
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農
業
の
機
械
化
に
伴
喚
農
作

業
事
故
は
毎
年
、
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
年
、
婦

人
に
よ
る
機
械
作
業
が
多
く
な
る

に
つ
れ
、
悲
し
い
か
な
事
故
も
増

え
っ
、
あ
る
の
が
実
情
で
す
。
根

lil １ 1１１１ （ １ iiii ’ 

安全フレームは生命を守る｡……･’
￣ 

秤！ －－ﾐL： 

中古のトラクタに｛

安全フレームを取り

付けたよ

これで安全ダ

司=訂 鱗
》

案
管
内
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故

は
過
去
二
年
間
な
か
っ
た
が
、
昭

和
六
十
一
年
度
は
五
人
の
死
亡
蛎

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
事
故

の
瓜
因
は
農
業
機
械
の
装
備
点
検

の
不
徹
底
や
操
作
技
術
の
基
本
が

”家
～ 

蕊！ 理③ 
Eｚ 

獣 影Ｉ 
伝 ス

（ 
ｒﾗｰﾌr、”

ベルト、チニーン部

には必ずカバーを

負傷事故の部位では指、
足などが男女とも多い。

学＜ルト

／〆歪 守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
起
因
す

る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
機
械
の
安
全
用
具
の
装
着
お

よ
び
故
障
部
分
の
整
備
点
検
に
心

掛
け
、
繁
忙
期
に
お
け
る
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

爵

陸
Ｉ 

腰
の)，カバーで覆う

／ 

０ 

ＰＴＯのジョイントカバーは

必ず取り付けること。
安全カバー、安全装置
の点検整備も忘れずに［

二

(r、

￣ 

［ 
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②
、
マ
ル
チ
ン
グ
の
効
果

ア
ル
チ
ン
グ
は
初
期
収
量
が
あ

が
り
、
収
量
で
五
十
％
程
度
増
加

す
る
。
更
に
地
温
を
高
め
る
と
と

も
に
、
土
壌
の
辿
気
性
が
い
つ
ま

で
も
保
て
る
。
マ
ル
テ
ン
グ
す
る

前
に
基
肥
、
条
肥
を
施
し
、
整
地

【、図－１摂の伸長と地逗の関係

一
、
野
菜
の
管
理
を
十
分
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

叩
、
果
栄
類
の
苗
の
選
び
方
と
し

て
は
、
一
般
的
に
、
太
く
て
短
か

く
、
徒
長
し
て
い
な
い
も
の
を
選

び
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
、
水
畑
に

定
植
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
大

事
な
こ
と
は
、
定
植
予
定
地
は
七

－
十
日
前
に
全
面
耕
起
し
て
、
元

肥
を
施
用
し
て
幣
地
を
し
て
畦
を

つ
く
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
栽

培
も
同
じ
で
数
Ｒ
前
か
ら
骨
組
み

を
作
り
、
地
温
が
十
近
度
℃
以
上

に
な
っ
て
定
植
し
ま
し
ょ
う

根
の
伸
長
二
Ⅱ
踊
り

３
２
Ｉ
 

】ＯＬ５２０２５３０３５４０℃
晩布勾お二J[がホ（な=j-r,竃1hJろ。
喧鯉l5tIIL卜で8ｵ１日の1号II2分り,Hrjlろぃ．

／生活講座~颪、

（ 
を
十
分
し
て
お
く
、
雑
草
の
多
い

と
こ
ろ
で
は
、
ト
レ
フ
ァ
ノ
乳
剤

（
十
ア
ー
ル
当
り
、
’
一
○
○
～
三

○
○
“
）
の
効
果
が
大
き
い
。

駄
竿
、
薬
量
は
、
マ
ル
チ
の
被
覆
而

積
に
換
算
す
る
．家庭野菜の
管理

〆
蝉

｣､Ⅱ後マルチす愚

とこ為はトリフ

Ｉレラリン２()(>cc！ 、ヨ上根室地区農業改良普及２１ノ

似
、
楓
度
管
理
と
潅
水
に
つ
い
て

表－１隙草斉Ｉ

ｌＯａ当たＩ』
除輪ＩのNｉＨＭ 処印方挑 処理時蝿 注菰,l：、

'兇品盤用１１＋

土製処珂
定hlhlii 200-300臼

(士と睨荊lずる］トリワルラリン

【トレファノサ

イドザI刑） マルチｌの部分広
マノL千前士鯉処FＩＩ

泄航前 ZOO(,［鼻処理-1~る窪処列！
[士とilifiJせす；

|HIH[でilL鉤Ｚ

〔ｚ
各
作
物
）
）
Ｌ
｜
に
生
育
適
温
が
異
な

り
、
目
安
Ｌ
｜
し
て
、
昼
間
で
気
温
が

二
・
１
℃
以
・
ｆ
に
し
な
い
、
岐
低
で
も

卜
九
℃
以
下
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
（

か
ん
水
は
、
早
期
に
表
層
が
乾
い
て

い
る
と
樅
水
を
十
分
す
る
。

一
一
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
｛
露
地
）

◎
定
植
二
年
次
の
管
理

⑪
中
耕
除
草
の
要
点

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
根
は
定
植
一
一

年
日
後
半
に
は
畦
間
全
面
に
伸
長

す
る
の
で
、
中
耕
除
草
は
、
草
取

り
ホ
ー
で
、
｜
｜
Ｔ
四
ｍ
程
度
に
浅

く
行
な
う
こ
と
．
株
間
の
除
箪
は

抜
き
草
程
度
と
し
ま
す
。
株
元
の

根
は
切
断
や
傷
を
つ
け
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
，
除
草
剤
の
使

用
は
萌
芽
前
に
は
使
用
で
き
ま
す

が
中
間
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

収
穫
は
、
五
Ⅱ
下
旬
か
ら
六
月

下
旬
と
し
て
軽
く
行
い
ま
す
。

図－４貯蔵根の切断をしないこと

貯職根

[ｕｊ断すると川

'１Ｍ１根が診
搬'Ｉする。

⑥
病
害
虫
の
防
除

主
な
病
害
と
し
て
、
茎
枯
病

斑
点
病
か
あ
り
、
発
生
を
み
る
と

ダ
コ
ニ
ー
ル
水
和
剤
八
○
○
倍
液

を
１
日
間
隔
に
散
布
す
る
。
害
虫

で
は
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生
も
あ
る
。

そ
の
と
き
は
、
食
害
か
あ
り
ま
す

の
で
、
オ
ル
ト
ラ
ン
、
’
○
○
○

倍
液
で
防
除
を
す
る
。
特
に
早
期

に
処
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

下詳箪全ま奥の
さしを面す施収収（」
いく行散が肥穫穫収
儘はう布、は荒後椎
、よとｉｉｉ､仁の後
別うし肥表大栄の
表にて方２き養施
をし、法に〈管肥
参ま必は示左理管
券しず、し右は理
とよりＴ畦てし、
しう耕間あま習
て゜除にりす年

表－２定植2年目の施肥標準

lIiIUjl肥111餅脳ＩＵＩｌＩｌＮｌＰＩ〈 lifX 

rfjHM ｣ＩＩ５ＨＩＨ 

Ｌｍ､.ｗＬ 

化ＩＥ
［１．７１Ｍ 

ＩＭＩ(Ⅱ)hII 

２ＩＩＩｌ 

ＨＤ 

目lIA
lMjlIl 

５.Ｃ 

ｌ２卜

ｂ【;

1ｌｂ 

Ｚ･fi 

l1-l 

以肥 lとｈＵｉ
ＩＦ７０Ｉｌ 

５１ 3(Ｉ １１．\ １１Ｊ 畔Ⅲ
Ｍ【lⅡ

２４７I２ａ－２ＩＲＩｌ 

除＊rWlのIili瀬 処理方法 処理時期
lOa当た1J

0型品催Iヨ
注意，ＩＰ項

トリフルラlシ

（トレファル;『

イＩＦ乳剤〉

P:占製処珂

<l土混iill､る）

マルチ前_上嘘処珂：

<j弓とi識i】せ-1-）

走杣lii

lZiiiI前

2()〔)－３()OcK

ZOO(､（ 

マルチl､の部分釦

鼻処理．』.る翼処剛

ljiiiliでｆｌ占め墓

lWlUl 肥1''1.餅 脳juiIi JJ状

(ﾄﾞjlll1 ｣１１：ｉｉｕ 

:ｊｔ､.]0./Ｌ 

ｲｋ庇
!｝､７１;`l〕

(1(Ⅱ〕I､1J

2(Ⅱ） 

】;1.6 ロ勺ｳﾞＪ
ｅＵ■■」

EUIハl
U■□UJ 

他;lｊ

Ｈ１ｉＥ 化峨
(Ｆ７０１ＩＨ 

１．ILI ﾛﾛ） 
Ⅱ▲－ 註1111

宵ｌ
ＵＵ■ 2４．７ 2３ LIM） 
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Ⅲ
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
（
佐

藤
拡
会
長
）
は
、
五
Ⅱ
ニ
ト
六
日
ブ

ラ
リ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
ィ
ト
ン
ョ
ウ

を
根
素
生
産
連
共
進
会
々
場
で
開

催
し
ま
し
た
。
出
品
鎮
数
は
五
十

一
一
一
蓮
で
町
内
初
め
て
の
シ
ョ
ウ
で

す
が
、
ま
ず
ま
ず
の
出
品
頭
数
で

し
た
。

審
査
員
は
中
春
別
酪
農
家
小
野
寺

進
氏
、
デ
ー
リ
ィ
ク
ィ
ン
に
高
野

陽
了
嬢
で
順
位
は
次
の
通
り
で
し

た
、一
部
一
位

エ
ク
セ
ル
シ
ァ
ア
ラ
ィ
ア
ン
ス
ロ

ー
ヤ
ル
号
久
保
剛

二
部
一
位

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
ス
マ
リ
リ
ン
ト
ウ

イ
ン
ク
ル
号
秋
山
久
雄

三
部
一
位

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ン
エ
コ
ー
ク
リ
ス

道
東
凹
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会
主
催
等
第
十
回
北
海
道
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
シ
ョ
ウ
が
中
標

第
二
十
五
回
中
標
津

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
Ｌ
シ
ョ
ウ
開
催

第
十
回
北
海
道
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ソ
シ
ヅ
ブ
シ
ョ
ウ
開
催
さ
れ
る

Ｅチサ几クレ八号ウセフロノミサリ五スレlJq千
十二部リス部リリｉイ部イ、ソ部」１１（部チス部十
マ’一スポー正スーダクー付ビーヲーポー｜
リデ叶位号ワ位原テ位ンリ位濡し位マ「ノ位ゲ
｜’阿’正りスン身ツ｜’ヅ
ジル部ルア号マジクルケ
’千文スス川プク号（イ
エニ雄タハ材１ス阿’１号
フク｜満ル千部ア福
号リスブ身千十文ン村
弾スハマエマ雄ト稔
正チリコリク
ｌⅡ（グオンリ

津
南
中
恨
事
生
産
連
共
進
会
々
場

に
お
い
て
、
」
ハ
月
ト
ー
日
几
時
よ

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
中
標
津
同
志

Ｐ
 

支
部
牛
群
で
は
第
二
俣
落
地
区
か

一
位
を
獲
得
し
ま
し
た
．
最
高
位

決
定
で
は
、
木
経
産
の
部
最
高
位

賞
サ
ニ
ー
フ
レ
ィ
ン
ェ
コ
ー
ク
リ

ス
チ
十
ゲ
平
ケ
イ
号
編
村
稔
、
瀬

最
岡
位
賞
レ
ス
ボ
ワ
ー
ル
．
ハ
リ
ァ

ン
ト
ク
リ
ス
チ
ナ
マ
ー
ク
号
阿
部

文
雄
、
維
産
の
部
競
岡
位
ウ
ィ
ス

テ
リ
ア
．
ハ
ー
プ
マ
ッ
オ
号
弾
正
Ⅸ

正
、
準
競
高
位
リ
バ
ビ
レ
ッ
ジ
ク

リ
ス
千
十
マ
リ
ー
サ
川
村
碕
身
で

決
定
し
ま
し
た

企
々
員
か
ら
Ⅲ
１
九
頭
の
Ⅲ
品
か

あ
り
ま
す
‐
組
へ
Ⅲ
貝
の
皆
さ
ん
当

Ｈ
沢
山
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す liIIllililiillililiilIiil111illi'iiifi 

ん時とがいき子まで北をしを主県なき乳ニズが
既`代恩人うる怨たな海｜』かiｷｰ|、規へりな｜可円向約ｌｌＬｌ

鰊iii艫j蕊iill繍鏑:騨蝿W;
のつすな｜がそいで県さらに〈亮こＩｄｌｊ乳げプけか
事っ・争ジらのも〃）のせ、人かｌ）う格とが１らら
であ作点の司時の産荊るこつの二し差の了ルＩＩＬ、

ｈｔ：鮭：iilliiIi洲縦Ｚ獄ゼポ蔚'1督溌ｉｉｌｉ
うば売るの道ｉ耐る競争なてまミ何で〈答ｊＬで、リ
か絆ＩＩＬも品＝格』IF争・だる牛しンｌｌｆ、抵認・ニチ乳
、さるの質ともかもけと乳たク「ｌｌＫｊ：仁で市｝’IllIi

Ｉ 

鰯聯蹴鞠:繍鞭箙iii戦蝿薗
辮ご鰄鶏？mli灘幽硯棚望鱗イ瞥織卜|鍋醜
ま｜み酪進さＬを、のらうとるの、下ろすが町、なをの乳な品す少

豐隷騨騨難鱗麟iii:鯰
万菌乳し、らl-lノリ並（二のこ以での'11Jはいでのらい物個でをに利
個数質ま乳将方の組みな皆の下は酪農＝と細乳なもは人す上負に
以、改す質来以武みをりが競を同農協｜言菌質いの、価.産けＩＵＲ
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昭和ｅ２年度ｓ月分の

根室生産連家畜市場価格(5/6～5/２１４市場分）

(単位Ｔ･円）

國分
上場数 成立蝋 売買余類 平均最高駿低種別

=Ｚこ

｢」 成
(１２ケ月以下）

rIU 1１ dlI ｢１m １１ 

2１ 2１ 4．１６８ ]８９ ３２Ｇ 1３３ 

乳
意成
(12ケ月以上）

I（ ]（ ４．８５５ 3０２ 35Ｃ ,FiC 

初妊牛 1９ 幅 ５，９２Ｃ ３９F1 ５］２ 33Ｃ 

維床牛 FIE FＩＲ １４，１７s 3７９ 50Ｃ 1５（ 

牛

'１、

Ｉ
 

司
二
一
ｍ 〆電9（ ９］ 2９，１２２ ３２Ｃ 5１２ 1FＩＲ 

初生トク 、 1Ｆ 855 FIF 】１４ 6Ｃ 

閉 牡トク ３］ 2,7 5，１５２ 1９１ 2ｍ ６１ 

去勢
(12ケ月以上）

4０ 4０ 9.03〔 '２Ｆ ２５呂 ]９６ 

去勢肥育
(12ケ月以下）

4５ 4１ 2］，４９２ 524 677 2６１ 

育成牛 ９１ 8４ 2２，１６２ 264 ６０〔 5２ 

未経瀧肥育牛 1２１ 1１１ 5６，６６６ 5］］ 7４３ 2９０ 

牛 成 牛 2８７ 2２４ ６７．８３］ 3０３ 542 ]３月

小 計 ６２后 同３７ 1８３．１９４ 3４１ 721円 5, 

緋雰Ｄ
Ｊ 総合計 7２１ ６２尺 212.316 338 7４２ 5２ 

「売り易く買い易い」をモットーに毎回多数の家畜が出場しています。
●所/中標津町南中●定期市場/毎週水曜日●セリ開始/午前10時

共計澱粉進度率 澱
粉
Ⅲ
祝
は
産
地
倉
渡
し
で
三
、
六

一
一
五
円
｛
一
一
一
、
几
□
○
円
」
～
一
一
一
、
七
茄

○
円
（
Ⅲ
、
○
七
上
円
｝
、
東
京
倉
渡

し
て
牲
三
、
八
（
○
円
（
Ⅲ
、
｜
血
○

円
）
｜
｜
｜
、
几
し
立
川
（
Ⅲ
、
’
’
’
二
五
円
｝

と
昨
年
よ
り
一
一
一
○
○
円
前
後
の
諜
値
で

販
売
吾
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ン
ス
タ

１
千
は
來
爪
倉
渡
し
で
「
八
○
○
Ⅲ

（
二
、
三
川
○
Ⅲ
）
で
Ⅲ
辿
っ
て
い
ま

す
。
（
）
内
は
昨
年
の
価
格
”

共
計
澱
粉
情
報

6０年腰 6１年竺腰

ＪＩｉ計
参〃Ⅱ袋歎

､ｊｋ Ｉ;１. 〆、

参）jll袋数
210,0〔)O袋 236.000袋

４月末仮lWLL金
１袋当り

４）]木仮配金
ｌ袋、Ijil）

305円 19411」

累計仮lid余
ｌ袋当り

累局｜仮|'ｉＬ金
１袋当り

2.202lll Ｌ７０７１Ｌ 

販売ｊｊｋｌ盤 72.19万 販需推腫 ‐５５．３％ 

８０ 具室生産連家畜市場‘ 西格(5/6~5/２１４市場分）

種別

『ズ分出一

上」芳数 成立数 売買金額 .､{Ｚ均 最高 駿低

乳

｣'二

育成
(12ケ)j以~:､．）
＝L÷ 

獄･ 成
〈12ケｊＩ以｣弓）

U虹牛

fｉ雄牛

、 帯，

2２ 

1６ 

ﾕ９ 

3９ 

9６ 

]６ 

1５ 

〕８

９二

4,168 

￣￣５ｉ 
■■日

4,855 

5,92(） 

】４，１７９

２９，二２２

弓８９

~1:I 

3(］ 

3９ 

3７ 

320 

326 

ＴＩ６ｉ 

350 

5ﾕ２ 

5〔)(）

512 

二3３

250 

330 

ﾕ５０ 

133 

絢刮坐，
初生トク

牡’、 ク

去勢
(ﾕ2ケ月以｣三）

蟹勢肥育
〈12ケj】以1｢）

育成牛

未経瀧肥育牛

旗」|：

'j、斎i‐

二0

3１ 

４０ 

４５ 

９１ 

１２ユ

2５ 

l(） 

２７ 

4０ 

。罰

8４ 

1二

224 

５３７ 

８５５ 

５，１ij2 

９，０３６ 

2ヌ１４９２

22,ユ6２

5６．６６６ 

67,83ユ

１８３，ユ9４

8６ 

１９ユ

226 

524 

264 

Eil」

3()３ 

３４１ 

114 

25(） 

2５５ 

677 

6Ｃ 

5４ 

7４ 

6(） 

6上

ﾕ９６ 

2６１ 

5２ 

290 

1３５ 

５２ 

総合篇’ 2１ 628 212,3二６ 338 743 t〕２

(蝋竹〒罰．.｣｝

6０“度 6１、年

.;;＿ 計〆、

参）｣|：袋数 210,00(〕袋
計

参）jll袋数 236,00()袋

４）]末仮lWLL金
ユ袋当：〉 3051'］ 

４月未仮脱i金
ユ袋､ｉｌリ

194Ｆ』

累房汁仮|i[l金
ｌ袋当｝）

2,20211J 
累計十仮|'iL金
１袋坐’ノ 1,707}:」

販売進度 72.1％ 販売進度 ‐５【j､3％
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五
月
十
六
Ⅱ
酪
農
へ
ル
ハ

１
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

六
十
一
年
腱
事
業
搬
告
と
、
六

十
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

討
議
さ
れ
た
。

六
１
一
年
度
に
於
い
て
の
稼

働
Ｒ
数
は
、
五
－
三
日
間
で
、

六
十
年
度
よ
り
十
八
日
間
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
．
今
年
度
も

要
請
の
高
ま
る
へ
ル
パ
ー
利
用

に
対
し
て
は
、
八
人
の
体
制
に

て
実
施
致
し
ま
す
の
て
、
利
用

さ
れ
る
方
は
遠
慮
な
く
組
織
広

報
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

尚
、
今
年
度
の
へ
ル
パ
ー
要

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

僕
落
地
区
真
部
界
（
再
）

当
幌
地
区
西
垣
努
（
再
）

武
佐
地
区
佐
藤
幸
三
再
）

“
衛
橋
正
三
再
）

“
真
野
一
美
（
新
）

”
寺
島
淳
三
新
）

第
二
俣
落
地
区
佐
藤
康
彦

（
新
）

酪
農
ヘ
ル
パ
１
運
営
委
員
会

昭和６２年度出荷乳量実績表（62..1.1-62.5.311表！事業現
一ﾛ

ｲﾐ三

容rｉＩｌｌ |厄

出荷乳量 前年比乳止'二を鋤愛寸る膿.蕊fIIlll対壊渦

】，ｉｉ鯛畔羅Ｉ二より悴乳労''''零ができないl勘介
２１癖ilXや甥iUi鱒の●il9m17At【ニよ')悴ｻﾞL労帥詐がて
色ihPい叫介

３１研惚耐｣，〃可のｸﾞｰの締\しjyllMj輔ができない塒ｲｬ

(％） Ｍ年6１年
llI1n組lﾉｲ

４Ｆ 98-Ｆ 5.1)９０.()８３`３ 月．(}２Ｓ、６６８．９

Ⅱ二寵ｌ］数１述続して３ｐ以1J】かl＃【;１１

１，１特Ｌ‐洞#|給与/丈び,|森内のDiiLlz竃;IIihil
２，’'二7L誓理．llliHi31｢ＭＭ

３，乳牛の衛士誕理
４．その(ⅡlⅢ↑i門-ろ茄務

が恥 Ｌ775`９０５.贋 ９９－月、ｌ卜 １．７７１ＭＬＬ４ 

鯉：rifliiiⅢ

牛 １．８２９．４９８．Ｆ lＯＬＩ 1．８０９．９４１．２ 

1行lZ(棚一夕いすｌＬかの塒〈す）３時lH]以１Ｍが｣$('1１|乍鎚時1１１１

１【｣（朝・夕)ヘルパー派ｉｕ２騎勿塒介

］ロノ｣囎本＃１粒６TOOOl]］
２，車踊ｊｉｌｕ余2,000P：
３，搾乳:Ｉ】弧当り2001ｒ
４１聴肯.ｆ｢砿・蝿字し牛lijTT当I）10011；
５．躯iiijl.合せ負担金2,00011.
6.1皇ロ、鍵風Ｉ渦の鳩合に別途料金

月下 2.077.057.7 100ざ2,069.377.8 

月計 5.658,:333.11 5,682,462」 l(IO-fl 
ilIlWl料金

累計 １０．７１１．１３１．(］ 99-7 10.748.4】６．K】

家
寄
改
良
課
よ
り
、
人
工
授
精

の
、
当
Ⅱ
廻
り
〆
切
時
間
に
つ
い

て
、
次
の
池
り
延
長
致
し
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

平
日
に
つ
い
て
は
現
行
午
後
一
時

を
午
後
二
時
に

土
曜
、
休
日
に
つ
い
て
は
、
現
行

午
前
十
時
を
午
前
十
一
時
に
、
そ

れ
ぞ
れ
一
時
間
づ
つ
夏
期
間
（
五

月
一
日
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i:１１１１断｜i鼎 H司俊夫 “ぐ ３， 

後藤[Ｈ｜富夫 '卜岩翌一・

斉須ｈ１ｉⅢ台 早八 伏見哲

チタ!：菊ｉｌＨｊ 中ｊｌｌ弘 d4々 とﾉｿdＺ

Iｌｉｍ昭男 ａｏ２ 

場ｉＩ：ギ!：芹 武 住 地

-芹ノー芳行 川・羽藻・‐ S8 ク÷

笠井Ｉ則り jﾐヨ ．<Lソ 丹・羽慨一一 鞍ぐ

赤堀岩男 ＩＩＪ可哲雄

鈴木敏夫 :三原徳係 ９９ 

開陽牧湯 J1」藤』'二偽 仏〈

舟IWi了清商 二Ｋ

俵 酒井清志

鳥越腰 峰§\〈 ｸ合） 】［黒稚’鞍 二八

乾雅晴 ＝藤示美 ‐９ 

乾洋 児Ｔｔ光彦 与り ４２ 

伊東信一. 坂、弘 今，

犬１１；樹雄 白［Ｉｊ塵和 ギギ

L:Ｉ－Ｆ－学2 ﾂﾞｌ３ｍＩ蒲．.

北Ⅱｉ栄端 ):ｉ－上陸 坐２

水本正一Ｚ 長谷j:１鶏

水本・亘俊 花尻武夫 ○単 “〈 L:2Ｚ 

i１１本満 卜!；染til治

榎圧，英雄 ５７ 三９ や９ 奥村脇

佐々木昭雄 こつ 岡秀賃

唾思：史期 ｡□ }菖ｌ訂÷畠イ言

ｋＪｎ功 夕‘ ｢l］塚秀夫 ３，７ や９ ←／ 

岡次即 pや 藤原勝一 らぺ ';ﾑ(「

金平安有 兵９ 林丈雄 Ｐ， 

高野国難 佐藤敏昭

:i：林忠雄 佐藤‐広 ９ｓ ３７ ａも

_'二藤ｌ唖弘 i背原彊一一

赤波[.：精 早与 湯：.；稔

沢［Ｉ俊夫 ﾛ１１馬ＴＬ,,』

桜井義雄 ､ぐZＺ jZ3 中塚文夫 ９鋒〈 4と‘ ７J 

西；L；鍵 ＸＴ原竜雄

大西.即 蒋井武

ﾉ＜西喪明 -::」!:..二傭一

福農昭憲 -上炸-.二暗夫 Ｓご； 皇早

~FII原政方 小沼悟 』と

夫貞轄■■』 熊谷、１Ｊ

西【11強 11」本催．文

佐盈水邦夫 ９Ｋ 二二 や９ 真野光章

１１下一芳 寺島事

赤波江・・彦 ｌ、?(く 入-コ 佐藤憲治 塾今



昭和62年６月５Ｅ}」農協だ よⅡ（ 

５月分細菌・糸田

細甫’
二句|中旬|下旬｜
幌地区

綱胴細蘭細胞
氏名氏宅

|･句中旬下旬上旬中旬下旬上旬｜IP句｜下位

石崎多’'１ｓ己△１２

杯仁一郎３台、Ｐ９
高藤・ｉｌｉ蔵

連’1１ツム、マヲノ峯？
永谷雄幸ゲタ②ｇｓＺと
長繩弘

１１襯郷地忠勝

小針ｆⅡ也〃ｏ‘９，語
花川秀一Ｓ;７１垂
古沢華３９｜、Ｉ．

ご’当

夫
子
雄
一
勝
幹
夫
淌
行
夫
司
男
秋
二
穂

正
義
良
三
情
夫
務
守
成

久
民
郎
二
郎
夫

一
一

雄
義
司

義

美
情
寿
建
進
俊
祥
丈
正

満
孝
富
良
祐

吉
正

蒜
玄
一
国

弘
尚
恭
敏
慎
鹿
良
純
昭

二
宇
繁
倍
章
幸

_ﾔ〆

烏
島
田
田

部
木
垣
原
川
村
摘
井
井

販
飯
奥
奥

阿
鈴
西

吉
竹
高
筒
筒

堅
師

針
川
沢
一
川
一
井
部
一
辺
隅
噸
本
川
藤
藤
一
藤
藤
藤
一
笑
一
月
、
｜
橘
倉
林
部
臓

小
花
古
花
一
今
糊
一
波
松
古
藤
一
小
佐
佐
一
佐
一
佐
佐
旦
望
武
一
高
態
一
小
阿
佐

篭 八人

華
稔
男
実
行

］
｜
辿
二
夫
清
嘉
美
拡
雄
束
博
男
勇
夫
吉
子

士ハ
枝

昭岬
蕎
健

久
道
末

永
政
幸

敏
彦
佐
正

急Ｚ 必さ

〆￣

膣ぐ７ <zＳ 

ろり S空

室井祐二

安田稔 －Ａ 42名〉

地
田
路
野
成
村
藤

坂
坂

場
保
我
城

井
木
藤
森
川

正
松
舟
菊
遠

屋
疎
大
吉
福
遠

綏
綏

非ロ
滝
久
久
正
荒
桜
佐
佐
三
下
長

L十７１ノグクノノュ

`９９ 

璽
翼
遥
一
逐
一
弘
一
ユ
房

、
一
巴

八石 〈て』

中 謹 鋤 凶

Ｊ
■
Ⅲ
 

』
Ｃ
Ｐ
Ｐ

ｑ
７
ｉ
 

α具舟上と急も男

陽 鋤 函牌

±井上昭男

山、極勢

山
一
吾
桜
一
高
一
中
丸
鈴
一
高
揃

.ご宍 に､

誕紀巳天

井寿夫

橘勝義
本トモ

Ⅲ良夫

木修

砺一男

正城純

荒昭 Lﾔﾂ〈62A§ 

夫
義
モ
｜
夫
一
修
男
一
夫

艮号2２ 

悪'三Fラ
；PＫ 平 幸

、
〆

質のよいミルクを
つくるために

1ｓつのルール】

⑬手と乳房を清潔にすること

⑥搾乳装置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

これifご耐は

守りましょう。

鰯搾緊Iが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

（ 
●ミルキングシステムの定期点検

ノ

氏名
細菌

::ｔ｣｜:!:句i下旬

細胞

上旬｜；!:句｜下旬
氏名

Ⅲ菌

､'2句 中旬 下旬

細胞

上旬 Ｂｉ;句 下旬

Ｅｊ 芯崎多円 ズ ご‘

飯脇哲夫 ｡諄( 杯（:ニー‐即 ､ｦろ ､９９ 

飯島精７１了 蔵ｋ・Ｉ蕾轆一口両

奥期寿美-ｆ ずぢ 連’1１ツム ､マワ ／`△？ 

奥Ｈ：煙雄 ろり 水谷雄幸 堅子ヲ 必？ Ｓ空

１１１１[ｌ進一一 長繩弘

阿部俊勝 １１襯郷地忠勝

鈴木祥幹 '１，金:・和・也 ＡＣ 宅澤〈

ixi垣丈夫 ＞｡ 花）;ｌ秀・‐ ｓ７ ３９ 

小原 合乙 二ｓ 月ａ Ａ人 古択華 箪早？

IllFm'二行 花'1１槍

竹トイ満夫 今フl亭照男

司孝摘吉向 ぐ ４A夕 岡部

筒ノキ富男 渡辿蕃イ丁 ろ乙 S卒

筒井艮秋 松隅健

室井柏 .:ﾖｶﾞ瀬豊

安田蔵 藤本久夫 ﾏペ ;262 

:;；Ｈ１・‐男 '１，ノ:１

松ＩＨ背正 佐藤道嘉

舟ｌｌｌ正義 佐藤末美 L十７ ／〃' ノノα

菊地良 ､９９ 'た藤拡

運：］要』Ｌ [左藤永雄

長正路精 佐藤束

大野富夫 '２ぐ 白築政博

成務 望月幸男

福付守 武、男 質八 ＿s丘H２

遠藤弘成 ｑＫ 高橋敏夫

鵬倉彦吉

中輔 津 地Ｅ ﾉ｣、林佐撰･Ｆ

綴坂尚久 や ？9１ 阿部正六 α皇 XZと

綏坂恭民 男■・』藤と

川敏即 9K（ 

流場‘|箕二 開陽地 区

久保鹿一郎 土井'二昭男

久我良夫 、 <プ Iljm極勇

正城純一. 吾妻ボiHkl・夫

荒昭・‐ 勿皀』 桜；!z寿夫 6△Ｓ 今うく

桜井幸一 高橘勝読

佐々木繁雄 ９９ 中本トモ

佐藤信義 丸１１１良夫

､－２森章司 鈴木艫 金，

Ｔｌｉｌ幸・‐ 栃・男 バヲ 二２
長洲貞義 与え 弼平幸夫
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間

違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
遣

い
を
見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
ｒ
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令

を
書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
－
小
・
小
学
生

④
宛
先
Ｉ
中
標
津
町
束
七
条
雨
二

丁
目
中
標
津
町
農
協
組
織
広

ミニノ

再rZ5i;, 超゜

。
ｎ
Ａ
’

Ｊ
Ｊ
 足

岸

窪
灘

几． Ｗ７ 

（ 

報
係

⑤
締
切
Ｒ
－
六
月
二
十
日
ま
で

※
正
解
者
に
は
当
り
賞
、
応
募
さ

れ
、
残
念
だ
っ
た
方
に
は
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
鰯
な
お
、

賞
品
は
農
協
へ
受
け
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

※
発
表
は
、
八
月
号
紙
面
で
い
た

し
ま
す
。

〔
四
月
号
の
当
選
者
〕

四
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
」

（
下
の
図
の
○
印
）
で
し
た
．
応

（・‐

一ﾆﾛｰ

雑
農拳農率ビ ～＝ ～＝ 9＜､一

矢こ￣
Ｃ 

、

￣ 

讓蔓r~ここ~ミﾆﾋ拳L』三三
ご～

二面

<４月号の間違い個所＞

聯
者
数
四
名
で
正
解
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
げ
た
。

fご~、

第40回通常総会

組合長会議

企lll1i会議

交雑種生産者全体会議

組合長会議

理事会

代表監事会議

管理購買委員会

日
日
日
円
日
日
日
日

１
３
８
２
８
９
１
５
 

１
１
１
２
２
 

リ


